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松戸市空家等対策計画 概要版 令和 4 年４月策定 

 
本計画は、「空家等対策の推進に関する特別措置法」（以下、｢特措法｣とする）および｢松

戸市空家等対策の推進に関する条例｣に基づく「空家等対策計画」であり、空家等に関す

る対策を総合的かつ計画的に実施するため、国の基本的な指針に即した計画です。 
本計画は、上位計画である「松戸市総合計画」や「松戸市都市計画マスタープラン」、

「松戸市住生活基本計画」などの下位計画として位置付け、連携・整合を図ります。 
計画の位置付け 

 
● 計画期間 

令和 4年から令和 13 年までの 10 年間 

● 計画対象エリア 

松戸市全域 
● 対象とする空家等の種類 

１．空家等     
２．特定空家等      

● 特定空家の判断基準 

本市における特定空家等の判断基準は、特措法に基づく「『特定空家等に対する

措置』に関する適切な実施を図るために必要な指針（ガイドライン）」に記載のあ

る「『特定空家等』の判断の参考となる基準」を踏まえ、松戸市特定空家等判断基

準を設定します。 

第１章 計画の概要 

建築物又はこれに附属する工作物であって居住その他の使用がなされていないこ

とが常態であるもの及びその敷地（立木その他の土地に定着する物を含む。）をいう。

ただし、国又は地方公共団体が所有し、又は管理するものを除く。 

そのまま放置すれば倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態又は著しく

衛生上有害となるおそれのある状態、適切な管理が行われてないことにより著しく

景観を損なっている状態その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが

不適切である状態にあると認められる空家等をいう。 

４ １ 

（２） 

空家等の適正管理の促進 

（３） 

空家等の利活用の促進 

（４） 

管理不全な空家等の解消 

（５） 

跡地の利活用の促進 

（６） 

推進体制の強化 

①安全で誰もが住みたい

と思う賑わいのあるま

ちづくりを目指して総

合的に空家等対策を推

進します。 

②空家等の適切な管理は

所有者等の責務である

ことを基本とし、行政･

地域･事業者等が連携、

協働して空家等対策に

取り組みます。 

（１） 

空家化の予防・発生抑制 

情報提供・啓発等による 

空家化の予防･発生抑制 

良質で安全な住まい 

づくりによる空家化 

の予防・発生抑制 

空家所有者等への意識啓発 

空家所有者等からの相談対応 

利活用可能な空家 

情報の把握 

空家の利活用に関

する情報発信 

住宅市場への流通 

促進 

庁内連携の強化 

住民等からの相談

への対応 

関係団体・地域との

連携強化 

跡地の有効活用の検討 

松戸市空家等対策

協議会 

空家の把握 

・市広報や HP 等による情報発信 

・セミナーや講演会による意識啓発  

・適切な維持管理の促進 

・「マイホーム借上げ制度」の活用促進 

・地域ｺﾐｭﾆﾃｨ・関係団体等との連携 

・市広報や HP 等による情報発信（再掲） 

・セミナーや講演会による意識啓発（再掲）  

・空家の相談窓口の拡充・強化 

・関係団体等との連携 

・アンケートによる所有者等の利活用意向把握 

・利活用の講演会等による情報発信 

・市広報や HP 等による情報発信（再掲） 

・空家流通促進のための連携体制の構築 

・「マイホーム借上げ制度」の活用促進（再掲）  

・地域の活動拠点等としての活用検討 

・子育て支援、高齢者福祉施設等への活用検討 

・民間事業者との連携によるマッチング検討 

・管理不全な状態の空家等の所有者等への助言・指導 

・所有者調査・立入調査の実施 

・助言・指導、勧告、命令、代執行の実施 

・相続・不在者財産管理人制度の活用  

・狭小敷地集約化の検討 

・地域の活動拠点等としての活用検討（再掲） 

・利活用の講演会等による情報発信(再掲) 

・民間事業者との連携によるマッチング検討(再掲) 

・庁内関係部局との連携 

・GIS による空家情報管理及び関係部局での利用促進 

・松戸市空家活用等推進連絡会議の運営 

・空家の相談窓口の拡充（再掲） 

・市広報や HP 等による情報発信（再掲）  

・地域ｺﾐｭﾆﾃｨ・関係団体等との連携(再掲) 

・松戸市空家等対策協議会の運営 

空家の適切な管理

に向けた指導 

特定空家等の解消 



                                          

                                          

 
● 松戸市空家実態調査 

本調査は、前回調査（平成 27 年）に実施した実態調査で見つかった空家のほか、それ以降、市

民からの情報提供等で把握してきた空家データをもとに現地調査を行い、今後の空家等対策の充

実を図るための基礎資料とすることを目的として令和2年 10月～令和3年3月にかけて実施しま

した。 

● 前回調査結果の空家の動向 

前回調査の空家総数は、1,616 件から 787 件（-51.3%）となり、

大幅な減少となりました。 

● 調査結果 

本調査では、前回調査の空家総数に加えて、新たな空家が 468 件

みつかりました。その結果、本調査の空家総数は 1,255 件となり、

特定空家候補は 244件（19.4%）となりました。        

第２章 空家等の現状  
● 松戸市空家等対策の基本的な考え       
● 空家等に関する対策における各主体の役割                
● 空家等対策の方針 

（１）空家化の予防・発生抑制  （４）管理不全な空家等の解消 
（２）空家等の適正管理の促進  （５）跡地の利活用の促進 
（３）空家等の利活用の促進  （６）推進体制の強化 

● その他空家等に関する対策の実施に関し必要な事項 

本計画の計画期間の最終年である令和 13 年に、10 年間の空家等対策の実施状況の検証を

行うにあたって空家実態調査を実施し、空家等対策計画の見直しを行います。なお、法改正

や社会情勢の変化に合わせ、必要に応じて本計画の見直しを行うものとします。 

● 指標の設定 

本市は、今後も空家等対策を推進していき、市民が安全かつ安心して暮らすことのできる

生活環境を確保するとともに、誰もが住みたいと思う賑わいのあるまちづくりを目指してい

くうえで、以下の指標を設定します。    

第４章 空家等に関する対策 

① 安全で誰もが住みたいと思う賑わいのあるまちづくりを目指して総合的に空家等対策を

推進します。 

② 空家等の適切な管理は所有者等の責務であることを基本とし、行政・地域・事業者等が

連携、協働して空家等対策に取り組みます。 

２ ３ 

【空家等対策計画の指標】 

管理不全な空家等の 70％解消 

項目
前回調査
（件）

本調査
（件）

変化率
（%）

空家 1,475 650 -55.9

特定空家候補 141 137 -2.8

総計 1,616 787 -51.3

■空家総数の変化 

■空家総数及び割合 

■前回調査から本調査結果までのフロー 

 
● 空家等における課題及び対策の方向性 

本市では、前計画が策定されてから本計画に至るまでに、下図に示す内容を取り組んできまし

た。その結果、空家を大幅に減少させることができています。これまでの施策から課題を 4 つに

整理し、改善のための方向性をもって引き続き空家対策に取り組んでいきます。  
        

第３章 前計画での取組及び今後の方向性 
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【空家等対策協議会の役割】

• 空家等対策計画の作成、変更、重

要事項の実施に関する協議

• 特定空家等に対する勧告・命令等

の措置に関する協議

【市の役割】

• 空家等に関する対策の実施 ・空家等対策計画の策定

• 空家等に関する必要な措置 ・空家等対策協議会の設置

• 対策の実施に関する各種支援 ・特定空家等に対する必要な措置

• 空家等対策に向けた実施体制の整備

【所有者等の役割】
・空家等の適正な管理

・管理不全な状態にしない
・空家化しない努力
・空家等を早急に解消する努力
・空家等を利活用する努力

【事業者等の役割】

• 空家等の適正管理への協力

• 管理物件の流通・活性化

• 円滑な市場流通化の促進への協力

• 諸問題の解決に向けた情報提供・技

術的支援

【地域の役割】

• 良好な地域環境の維持

• 地域コミュニティ内の連携の強化、

意見の集約

• 地域まちづくりへの積極的な参加

• 空家等の適正管理、利活用の促進に

協力

各
種
支
援

情
報
提
供

情
報
提
供

情報提供
連携強化

情報提供
技術的支援

市場流通化促進

情報提供
連携強化

【これまでの主な施策】 

・空家に関するセミナー、講演会、相談会の実施 

・アンケート調査の実施（左図） 

・関係団体との連携による空家の適正管理の促進 

・空家の利活用に関する情報発信 

・特定空家等への指導 

・松戸市空家等対策協議会の開催 

・空家活用等推進連絡会議の開催 

【課題】 

課題 1：空家等の適正な管理 

課題 2：空家発生の抑制 

課題 3：空家及び跡地の利活用 

課題 4：空家に関する相談への対応 

■定住者アンケート調査 

（市の空家対策として効果的と思う施策） 

 

各課題に対して 

具体な方向性を 

設定 

 

本調査 

 

 

 

本調査結果：1,255 件（787+468） 

項目 件数（件） 割合（%）

特定空家候補 244 19.4

空家 1,011 80.6

空家総数 1,255 100.0

特定空家候補, 

244件, 19.4%

空家, 1,011件, 

80.6%


